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④今回のモデル事業セミナーの良かった点を挙げてください。 

・片頭痛および片頭痛鑑別疾患の知識をアップデートできた 

・RCVS と脳脊髄液漏出症の新しい知見が勉強できたこと。 

・最新の情報がアップデート出来た 

・片頭痛の総論が分かりやすかった。 

・多数の領域からの最近のトピックスが聞けた 

・多彩な診療科の先生がそれぞれの視点で慢性疼痛につき講演いただける点。 

・頭痛の基礎的な知識をより、理解できた。 

・多くの診療科の先生から、専門的な知見が聞けたこと 

・web開催なので、時間的にも助かりました。なかなか聞けない専門的な内容も含めてわか

りやすく解説していただけたいへん良かったです。一部講演内容を予め録画してとする

など通信状況のトラブルを最小にされておられる点も良かったと思います。 

・頭痛の多診療からの最新の情報 

・脳脊髄液漏出症について 

・様々な症例が聞けて良かった。 

・様々な分野の話が聞けたこと 

・学際的に頭痛を身近なものにしてくれた 

・実臨床につながる幅広い知見を得ることができました。 

・頭痛に関連する複数診療科の講話が網羅されていた 

・多岐にわたるトピックスを聞くことができた． 

よかった よくなかった 

とてもよかった まったくよくなかった 



・片頭痛の最新情報と類似症状を呈する疾患に関して短時間で網羅されていたこと。 

・普段得られない情報が得られた。 

・頭痛については基礎からの講義があった 

・自分の知らないことが網羅的に学べた点 

・複数診療科の関与 

・実際的な内容で役立ちました 

・片頭痛の病態への理解が深まった。 

・多職種の講演が聞けたこと 

・頭痛について、多くの科で共通理解ができたこと。 

 

⑤慢性の頭痛治療の課題・問題について提言をお願いいたします。 

・難治性の片頭痛 

・うつ病の治療が身体科で可能になるべきだと考えています。 

・頭痛専門医へ紹介する割合がまだ少ない 

・オンデマンド配信が有れば有難いです。 

・難治例の対応 

・CGRP抗体製剤の本邦における慢性頭痛患者でのデータを示すこと。 

・難治性頭痛への対応を、もっと詳細に講演で学びたい。 

・我が国の医療がフリーアクセスであるため、患者さんがあちこちを受診してしまう。 

・薬剤濫用頭痛の方は結構おられると思います、減薬時の 離脱症状への対処困難で、入院

なども含めての治療をしていただける医療機関の地域別リストなどもあると嬉しいです。 

・頭痛センターができたので、多職種の心理士、理学療法士の発表はいかがでしょうか。 

・薬剤性頭痛 

・トリプタンが原因療法の様な流れに疑問を抱いていたが、これからの治療に期待したい。 

・栄養治療や漢方治療を加えるとより良い治療が行えると考えます。鍼灸もコモンディジー

ズなのに逃げてる内科医が多い 

・通常の外来では診療時間が限定されてなかなか難しさを感じております。 

・医科・歯科の保険システム間のギャップをなくす． 

・治療に反応しない慢性頭痛の診療 

・一般医療者も含めて、頭痛がまだまだ理解されていない点 

・保険適応 

・一般の方々への啓発 

・頭痛患者は多いものの、専門医が少なく、適切な治療に結びつかない。地域のかかりつけ

医が、基本的な知識をもって対応することと、適切な科に紹介することも必要。 

 

 



⑥今後どのような企画を希望されますか。 

・うつ病の診断治療並びに CBT / ACT の解説を是非とも 

・小児の慢性頭痛 

・実症例に基づくワークショップ形式の discussion 

・症例検討を行う機会が欲しい。 

・症例検討会、グループワーク形式 

・薬剤誘発性頭痛の診療について 

・多職種の心理士、理学療法士の発表。産業衛生、医療経済からの講演（船久保先生など） 

・新規の予防薬のバックグラウンドを追跡して頂きたい。 

・片頭痛の栄養的側面 

・今回の復習・アドバンスコース 

・成人の引きこもりや不登校の慢性痛患者の社会資源との連携 

・膝関節痛や腰痛など慢性運動器疼痛に対するアプローチ 

・慢性頭痛についての対策 

・対応を誤りやすい症例を教えます（一般医療従事者から専門医への紹介も含めて） 

・市民公開講座の拡充 

 

 

 

 

 

 


